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禅
林
寺
宗
叡
の
入
唐
と
そ
の
後

T
he E

ntering Tang D
ynasty and the after of Z

enrinji Shuei

佐
藤
長
門

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

真
如　

五
臺
山　

千
僧
供
養　

清
和
天
皇　

護
持
僧

要
旨

　

宗
叡
は
、
い
わ
ゆ
る
入
唐
八
家
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
平
安
前
期
の
密
教
僧
で
あ
る
が
、
彼
は
幼
少
の
惟
仁
親
王
（
の
ち
の
清
和

天
皇
）
に
近
侍
し
、
そ
の
御
願
を
は
た
す
た
め
に
五
臺
山
へ
の
巡
礼
を
決
意
し
て
、
真
如
の
入
唐
に
加
わ
る
形
で
貞
観
四
年
（
八
六
二
、

唐
の
咸
通
三
年
）
に
渡
海
し
た
。
入
唐
後
の
宗
叡
は
し
ば
ら
く
真
如
一
行
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
が
、
汴
州
で
玄
慶
阿
闍
梨
か
ら

灌
頂
を
受
け
、
金
剛
界
法
を
学
ん
だ
の
ち
、
清
和
天
皇
の
御
願
で
あ
る
千
僧
供
養
を
お
こ
な
う
た
め
に
一
行
と
別
れ
、
五
臺
山
へ
と
向

か
っ
た
。
五
臺
山
で
の
宗
叡
は
ま
ず
、
西
臺
の
「
維
摩
詰
（
談
）
石
」
を
訪
れ
、
次
い
で
東
臺
の
「
那
羅
延
窟
」
に
赴
い
て
い
る
。
な
ぜ

彼
が
そ
れ
ら
聖
跡
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
地
は
先
に
五
臺
山
を
巡
礼
し
て
い
た
円
仁
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
も
の
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
華
厳
寺
で
千
僧
供
養
を
終
え
る
と
、
宗
叡
は
長
安
に
入
っ
て
青
龍
寺
の
法
全
か
ら
灌
頂
と
胎
蔵
界
法
を
学

び
、
ほ
か
に
も
慈
恩
寺
の
造
玄
や
興
善
寺
の
智
慧
輪
な
ど
を
尋
ね
て
密
教
の
秘
奥
を
受
け
た
が
、
そ
れ
ら
も
円
仁
や
円
珍
ら
が
か
つ
て

受
法
し
た
中
国
僧
た
ち
で
あ
り
、
宗
叡
の
修
学
行
動
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
先
輩
僧
の
経
験
や
情
報
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
貞
観

七
年
に
帰
国
し
た
彼
は
、
清
和
天
皇
と
の
関
係
か
ら
権
律
師
、
権
少
僧
都
に
就
位
し
、
元
慶
三
年
に
は
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
。
譲
位
後

の
清
和
太
上
天
皇
が
元
慶
三
年
に
落
飾
入
道
し
た
際
に
も
宗
叡
が
受
戒
し
て
お
り
、
清
和
が
山
城
・
大
和
・
摂
津
の
名
山
・
仏
寺
を
巡

行
し
た
と
き
に
も
同
行
し
た
が
、
清
和
が
臨
終
す
る
際
に
近
侍
し
て
い
た
と
す
る
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。
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は
じ
め
に

　

平
安
時
代
前
期
（
九
世
紀
）
に
活
躍
し
た
真
言
宗
の
僧
侶
で
、
い
わ
ゆ
る
入
唐
八
家
（
（
（

の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
宗
叡
の
入
唐
以
前
の
動

向
に
つ
い
て
は
以
前
、
別
稿
（
（
（

で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
四
歳
で
出
家
を
し
た
宗
叡
は
比
叡
山
で
具
足
戒
を
受
け

た
が
、
そ
の
後
に
山
を
下
り
て
法
相
宗
を
学
ん
だ
の
ち
、
園
城
寺
で
円
珍
か
ら
両
部
大
法
を
受
法
し
た
。
白
山
で
の
山
林
修
行
を
経
て
帰

京
す
る
と
、
な
ぜ
か
比
叡
山
に
は
戻
ら
ず
、
東
寺
に
移
っ
て
真
紹
に
師
事
し
、
皇
太
子
惟
仁
親
王
に
近
侍
す
る
こ
と
に
な
る
。
宗
叡
が
天

台
宗
か
ら
法
相
宗
、
そ
し
て
真
言
宗
へ
と
「
改
宗
」
し
た
の
は
、
そ
の
時
期
が
日
本
に
密
教
が
本
格
的
に
伝
え
ら
れ
て
間
も
な
い
草
創
期

に
あ
た
り
、
宗
叡
の
み
な
ら
ず
、
密
教
を
深
く
学
ぼ
う
と
す
る
者
た
ち
に
と
っ
て
は
試
行
錯
誤
の
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
し
前
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
で
入
唐
以
前
の
こ
と
の
み
に
言
及
を
と
ど
め
、
宗
叡
が
入
唐
し
た
経
緯
や
在
唐
中
の
行
動
、
帰
国
後
の
動

向
な
ど
に
つ
い
て
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
前
稿
で
省
略
し
た
入
唐
以
後
の
宗
叡
の
活
動
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

１
．
入
唐
求
法

　

周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
入
唐
八
家
を
ど
の
よ
う
な
手
段
で
渡
海
し
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
す
る
と
、
遣
唐
使
に
従
っ
て
留

学
僧
、
あ
る
い
は
請
益
僧
（
（
（

と
し
て
入
唐
し
た
の
が
最
澄
・
空
海
・
常
暁
・
円
行
・
円
仁
の
五
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
に
寄
港
し
て

い
た
唐
商
人
な
ど
の
船
に
便
乗
し
て
海
を
渡
っ
た
の
が
恵
運
と
円
珍
の
二
人
と
な
る
。
で
は
右
の
分
類
に
名
前
が
な
い
宗
叡
は
、
い
か
な

る
方
法
で
入
唐
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
掲
【
史
料
4
】
に
み
え
る
「
宗
叡
伝
」
に
は
「
貞
観
四
年
、
高
丘
親
王
が
唐
に
入
っ
た
。
宗
叡
は
、

（
み
ず
か
ら
）
求
め
て
従
い
、
海
を
渡
っ
た
」（
傍
線
部
①
）
と
あ
り
、
宗
叡
が
高
丘
（
高
岳
と
も
）
親
王
（
（
（

の
入
唐
に
随
行
し
て
渡
海
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

【
史
料
1
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
十
月
十
三
日
戊
子
条
（
抄
出
）（

（
（
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�

親
王
は
、
平
城
太
上
天
皇
の
第
三
子
な
り
。
母
は
贈
従
三
位
伊
勢
朝
臣
継
子
、
正
四
位
下
勲
四
等
老
人
の
女
な
り
。
云
々
。
去
ぬ
る

大
同
五
年
、
皇
太
子
を
廃
せ
ら
る
。
親
王
、
命
を
覚
路
に
帰
し
、
形
を
沙
門
に
混
じ
、
名
を
真
如
と
曰
ひ
て
、
東
大
寺
に
住
む
。
親

王
、
機
識
明
敏
に
し
て
、
学
内
外
に
渉
り
、
聴
受
領
悟
、
罕ま
れ

に
そ
の
人
を
見
る
。
三
論
の
宗
義
を
律
師
道
詮
に
稟
受
し
、
稍や
や

大
義
に

通
ず
。
ま
た
真
言
密
教
は
、
秘
奥
を
究
竟
し
て
、
門
弟
子
の
成
熟
す
る
者
衆お
ほ

く
、
僧
正
壱
演
は
そ
の
上
首
た
り
。
詔
し
て
伝
燈
修
行

賢
大
法
師
位
を
授
く
。
親
王
、
心
に
自
ら
為お
も

へ
ら
く
、
真
言
の
宗
義
は
、
師
資
相
伝
し
て
、
猶な
ほ

通
ぜ
ざ
る
あ
り
。
凡
そ
此こ

こ間
に
在
り

て
は
、
質
疑
す
べ
き
こ
と
難か
た

し
。
況い
は

む
や
復ま
た

、
電
露
の
遂
に
空む
な

し
き
を
観み

、
形
骸
の
早
く
弃す

て
ら
る
る
を
顧
か
へ
り
みる
を
や
と
。
苦
ね
ん
ご
ろに
入

唐
し
て
、
幽
旨
を
了
悟
す
る
を
求
め
、
乃な
い
し至
は
、
天
竺
を
尋
法
せ
む
と
庶こ
ひ
ね
が幾
ふ
。
貞
観
三
年
、
上
表
し
て
曰
は
く
、「
真
如
出
家
し

て
以
降
、
四
十
余
年
、
三
菩
提
を
企
て
、
一
道
場
在
り
。
窃ひ
そ

か
に
以お

も

へ
ら
く
、
菩
薩
の
道
は
、
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
。
或
い
は
戒
行

に
住
し
て
、
乃す
な
はち
禅
乃
ち
学
と
。
而
し
て
一
事
も
い
ま
だ
遂
げ
ざ
る
に
、
余
算
稍や
う
やく
頽く
づ

る
。
願
ふ
所
は
、
諸
国
の
山
林
を
跋ば
っ
せ
う渉
し

て
、
斗と

薮そ
う

の
勝
跡
を
渇か
つ
が
う仰
せ
む
」
と
。
勅
し
て
「
請
ひ
に
依
れ
」
と
。
即す
な
は便
ち
、
山
陰
・
山
陽
・
南
海
等
の
諸
道
に
下
知
し
て
、
到

る
所
に
安
置
供
養
せ
し
む
。
四
年
奏
請
し
て
、
西
唐
に
入
ら
む
こ
と
を
擬は
か

る
。
適
た
ま
た
ま

可
許
せ
ら
れ
、
乃
ち
一
舶
に
乗
り
、
海
を
渡
り

て
唐
に
投
ず
。
彼
の
道
俗
に
、
甚
だ
珍
敬
せ
ら
る
。
親
王
、
遍あ
ま
ねく
衆
徳
に
詢と

ふ
も
、
疑ぎ

㝵が
い

决
し
難
し
。
書
を
律
師
道
詮
に
送
り
て
曰

は
く
、「
漢
家
の
諸
徳
、
多
く
論
学
に
乏
し
く
、
歴
問
に
意
あ
る
は
、
吾
が
師
に
及
ぶ
こ
と
无な

し
。
真
言
に
至
り
て
は
、
共
に
言
ふ

に
足
る
あ
り
」
と
。
親
王
、
遂
に
錫
を
杖
つ
き
て
路
に
就
き
、
□
脚
孤
行
す
。

　

右
の
【
史
料
1
】
は
、
在
唐
僧
中
瓘
か
ら
の
、
高
丘
親
王
が
羅
越
国
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
付
近
）
で
遷
化
し
た
ら
し
い
と
い
う
申
状
を
載
せ

た
あ
と
に
記
さ
れ
た
親
王
の
略
伝
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
親
王
が
平
城
太
上
天
皇
の
第
三
子
で
、
大
同
五
年
（
八
一
〇
）
に
皇
太
子
を
廃
さ

れ
た
の
ち
、
出
家
し
て
「
真
如
」
を
名
乗
り
、
律
師
道
詮
に
師
事
し
て
三
論
宗
を
学
び
、
ま
た
真
言
密
教
を
も
学
ん
で
い
た
が
、
師
資
相

伝
し
て
も
疑
問
が
残
っ
た
の
で
、
入
唐
し
て
真
髄
を
き
わ
め
、
あ
る
い
は
天
竺
（
イ
ン
ド
）
に
も
足
を
伸
ば
し
て
仏
法
を
学
ぶ
こ
と
を
望

ん
で
い
た
と
あ
る
（
（
（

。
こ
の
真
如
は
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
以
前
に
あ
っ
て
は
名
を
「
真
忠
」
と
い
い
、
入
唐
後
に
は
「
遍
明
」
に
改
め
た

よ
う
だ
（
（
（

が
、
と
も
か
く
真
如
が
入
唐
以
前
か
ら
天
竺
で
の
修
学
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
何
と
も
い
え
な
い
。
た
だ
し
【
史

料
1
】
に
み
え
る
師
道
詮
へ
の
書
信
の
な
か
で
、
真
如
が
「
唐
の
諸
大
徳
の
多
く
は
論
宗

0

0

の
教
義
に
う
と
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
へ
の
解

― 184 （ 3 ） ―



禅林寺宗叡の入唐とその後｜佐藤長門

答
で
は
、
わ
が
師
に
及
ぶ
も
の
は
い
ま
せ
ん
。（
た
だ
）
密
教
に
関
し
て
は
、
と
も
に
議
論
で
き
る
人
が
い
ま
す
」（
傍
線
部
）
と
述
べ
て

い
る
こ
と
、
次
の
【
史
料
2
】
で
も
青
龍
寺
の
法は
っ
せ
ん全
か
ら
両
部
大
法
を
受
け
た
あ
と
、
留
学
僧
円え
ん
さ
い載
の
勧
め
で
懿い

宗そ
う（
唐
二
十
代
皇
帝
、

八
三
三
～
八
七
三
）
の
命
に
よ
り
「
法
味
和
尚
か
ら
経
論

0

0

を
受
学
さ
せ
た
が
、
真
如
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
遂
に
西
（
天
竺
）
に

向
か
っ
た
」（
傍
線
部
②
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
真
如
が
不
満
を
覚
え
た
の
は
密
教
教
義
と
い
う
よ
り
、
論
宗
（
経
典
に
依
拠
す
る

経
宗
に
対
し
て
、
教
説
を
解
説
し
た
論
書
に
依
拠
し
た
宗
派
で
、
三
論
宗
や
法
相
宗
な
ど
を
指
す
）
の
解
釈
だ
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
し

た
が
っ
て
天
竺
を
目
指
し
た
目
的
も
密
教
教
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
論
宗
を
ふ
く
め
た
仏
教
全
般
の
修
学
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

【
史
料
2
】「
和
州
超
昇
寺
本
願
法
親
王
伝
」（『
弘
法
大
師
弟
子
譜
』
巻
2
（
（
（

所
収
、
抄
出
）

　
　

�

親
王
、
法
諱
は
真
如
、
平
城
帝
の
第
三
子
な
り
。
母
は
贈
従
六
位
伊
勢
朝
臣
継
子
、
正
四
位
下
勲
四
等
老
人
の
女
な
り
。
大
同
四
年

四
月
、
嵯
峨
帝
禅ゆ
づ

り
を
受
け
て
祚そ

に
即つ

き
、
平
城
を
尊
ん
で
太
上
皇
と
な
し
、
皇
姪
高
岳
を
立
て
て
太
子
と
な
す
。
即
ち
親
王
な

り
。
…
…
弘
仁
元
年
九
月
、
尚
侍
薬
子
及
び
藤
原
仲
成
、
上
皇
を
勧
め
て
変
を
諮
る
。
事
発あ
ら
は覚
れ
て
各
誅
に
伏
す
。
上
皇
遂
に
薙ち

髪は
つ

す
。
太
子
も
亦
廃
せ
ら
れ
、
中
務
卿
立
つ
。
即
ち
淳
和
帝
な
り
。
…
…
十
三
年
正
月
、
王
を
四
品
に
叙
す
。
初
め
無
品
な
る
を
以
て

な
り
。
幾
ば
く
も
な
く
し
て
落
髪
し
、
僧
と
な
る
。
名
を
真
如
と
更あ
ら
ため
、
緇し

を
披ひ
ら

き
て
東
寺
に
居
す
。
…
…
初
め
三
論
を
福
貴
の
道

詮
に
資た
だ

し
て
そ
の
精
微
を
究
め
、
①
法
相
を
修
円
に
参
聴
し
て
伝
法
院
に
棲
む
。
ま
た
宗
叡
に
朋
依
し
て
禅
林
の
閑
室
を
閉と

ざ

せ
り
。

〈
参
聴
の
下
、
撰
集
鈔
。〉
大
師
に
敬
事
す
る
に
及
び
て
、
諸
の
密
軌
作
法
皆
以
て
研
窮
し
、
既
に
し
て
両
部
の
灌
頂
を
禀う

け
、
阿
闍

梨
位
を
得
、
教
授
に
勤
め
た
り
。
…
…
是
の
年
（
貞
観
三
年
）、
王
、
表
を
具つ
ぶ
さに
し
て
唐
に
入
り
法
を
詢た
づ

ぬ
る
こ
と
を
請
ふ
。
四
年

十
月
、
請
ひ
を
得
て
、
宗
叡
・
禅
念
ら
と
海
を
絶わ
た

る
。
実
に
唐
の
咸
通
三
年
な
り
。
青
龍
寺
の
法
全
闍
梨
に
従
ひ
て
両
部
の
灌
頂
を

受
け
、
尋つ

い
で
諸
の
名
徳
を
遍
訪
す
。
時
に
留
学
円
載
そ
の
来
游
す
る
こ
と
を
喜
び
、
こ
れ
を
懿
宗
帝
に
薦す
す

む
。
帝
乃
ち
特
に
②
法

味
和
尚
に
命
じ
て
経
論
を
授
け
し
む
。
而
る
に
法
王
の
意
に
は
蓋け

だ

し
称か

な

ふ
こ
と
弗な

し
。
遂
に
錫
を
杖
き
て
西
に
邁ゆ

け
り
。

　

右
の
【
史
料
2
】
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
編
纂
さ
れ
た
空
海
の
弟
子
た
ち
の
伝
記
で
あ
り
、
同
時
代
性
と
い
う
意
味
で
は
史
料

的
価
値
は
下
が
る
も
の
の
、
真
如
が
師
事
し
た
僧
侶
と
し
て
三
論
宗
の
道
詮
や
真
言
宗
の
空
海
（
大
師
）
と
と
も
に
、
法
相
宗
の
修
円
と
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本
稿
で
論
じ
て
い
る
宗
叡
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
①
）。
そ

の
注
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ふ
た
り
に
つ
い
て
は
『
撰
集
鈔
』
を
参
照
し

た
と
あ
る
が
、
修
円
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
宗
叡
を
真
如
の
師
（
あ

る
い
は
同
輩
）
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。【
史
料
2
】
に
み

え
る
「
朋
依
」
を
「
友
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
」
と
訳
し
て
よ
け
れ
ば
、

真
如
は
友
人
で
あ
っ
た
宗
叡
の
世
話
で
一
室
（
（
（

に
こ
も
っ
て
修
行
し
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
上
の
【
師
資
相
承
図
】
を
一
見
す
れ
ば
明
ら

か
な
よ
う
に
、
両
者
は
世
代
的
に
離
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
下
の
世
代

の
宗
叡
が
二
世
代
も
上
の
真
如
に
修
行
の
場
を
世
話
す
る
な
ど
お
そ
ら

く
あ
り
得
ず
（
（1
（

、
ま
し
て
や
真
如
が
宗
叡
に
師
事
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
3
】「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
（
（1
（

」（『
入
唐
五
家
伝
』
所
収
「
真
如
親
王
入
唐
略
記
」、
抄
出
）

　
　

�

貞
観
三
年
三
月
、
親
王
入
唐
を
許
さ
る
。
…
…
十
月
七
日
、
①
唐
通
事
張
友
信
に
仰
せ
て
、
船
一
隻
を
造
ら
し
む
。
四
年
五
月
、
舶

を
造
る
こ
と
已
に
了
は
ん
ぬ
。
時
に
鴻
臚
館
に
到
る
。
七
月
中
旬
、
宗
叡
和
尚
、
賢
真
、
恵
蕚
、
忠
全
、
安
展
、
禅
念
、
恵
池
、
善

寂
、
原
懿
、
猷
継
、
幷
せ
て
船
頭
高
丘
真
今
ら
、
及
び
控
者
十
五
人
、〈
此
れ
ら
は
並
び
に
伊
勢
氏
の
人
な
り
。〉
柁
師
・
絃
、
張
友

信
、
金
文
習
、
任
仲
元
、〈
三
人
は
並
び
に
唐
人
な
り
。〉
建
部
福
成
、
大
鳥
智
丸
、〈
二
人
は
並
び
に
此
の
間
の
人
な
り
。〉
水
手
ら
、

僧
俗
合
は
せ
て
六
十
人
を
率
ゐ
、
舶
に
駕の

り
て
鴻
臚
館
を
離
れ
、
遠
値
嘉
島
に
赴
く
。
八
月
十
九
日
、
遠
値
嘉
島
に
著
く
。
九
月
三

日
、
東
北
の
風
に
よ
り
て
帆
を
飛
ば
す
。
…
…
七
日
午
の
剋
、
遥
か
に
雲
山
を
見
る
。
未
の
剋
、
大
唐
明
州
の
揚
扇
山
に
著
く
。
申

の
剋
、
彼
の
石
丹
奥
の
泊
に
到
る
。〈
石
丹
奥
は
、
明
州
の
地
名
な
り
。〉
…
…
此
の
歳
、
大
唐
の
咸
通
三
年
九
月
十
三
日
、
明
州
、

使
司
馬
李
閑
を
差つ
か

は
し
て
、
舶
上
の
人
物
を
点
検
せ
し
め
、
京
城
に
奏
聞
す
。
そ
の
年
の
十
二
月
、
勅
符
到
り
て
云
は
く
、「
須
ら

空空海海  

 実実恵恵   真真済済   真真雅雅   真真如如  

恵恵運運  真真紹紹 真真然然

宗宗叡叡  

峯峯芸芸  峯峯学学  禅禅念念

【真真言言宗宗、、師師資資相相承承図図】 
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く
彼
の
器
を
収
め
、
或ま
た

早
く
故
に
随
ひ
越
州
に
着
く
を
許
す
べ
し
」
と
。
五
年
、
彼
の
州
の
観
察
使
鄭
〈
暉
略
〉
更
に
実
録
を
な
し
、

転
じ
て
以
て
言
上
す
。
五
月
十
一
日
、
所
々
を
巡
礼
す
。
…
…
十
二
月
、
親
王
、
宗
叡
和
尚
、
智
聡
、
安
展
、
禅
念
、
及
び
興
房
、

任
仲
元
、
仕
丁
丈
部
秋
丸
ら
、
江
船
に
駕の

り
て
索
を
牽ひ

き
、
水
に
傍そ

ひ
て
入
京
す
。
…
…
六
年
二
月
中
旬
、
凍
解
す
る
を
得
て
江
船

に
駕
り
、
汴
河
に
著
く
。
鞍
馬
を
買
ひ
て
陸
よ
り
入
京
す
。
②
但
し
宗
叡
和
尚
、
宿
（
願
）
あ
る
に
依
り
て
汴
州
よ
り
相
列わ

か
れ
、

河
中
府
の
道
を
取
り
て
五
臺
山
に
向
か
ふ
。
…
…
③
宗
叡
和
尚
、
咸
通
六
年
、
長
安
よ
り
帰
り
来
た
り
て
云
は
く
、「
件
の
雑
物
早

く
請
け
取
り
、
尚
広
州
に
向
か
ふ
べ
し
」
て
へ
り
。
興
房
此こ

こ

に
雑
物
を
論
じ
得
て
、
広
州
に
添
ひ
起
た
む
と
欲
す
る
の
間
、
任
仲
元

教
書
を
将も

ち
来
た
り
、「
興
房
を
待
た
し
め
ど
も
、
遠
か
ら
ず
進
発
の
期
あ
り
、
稽
留
す
べ
か
ら
ず
。
仍
り
て
正
月
廿
七
日
、
安
展
、

円
覚
、
秋
丸
ら
を
率
ゐ
て
、
西
に
向
か
ふ
こ
と
已
に
了
は
ん
ぬ
。
須
ら
く
起
ち
来
た
る
こ
と
を
停
め
て
、
早
く
李
延
孝
の
舶
に
駕
り

て
本
国
に
帰
る
べ
し
」
て
へ
り
。
因
り
て
宗
叡
和
尚
、
興
房
ら
、
同
年
六
月
、
延
孝
の
舶
に
て
大
唐
福
州
よ
り
順
風
を
得
て
、
五
日

四
夜
に
し
て
値
（
嘉
）
島
に
著
く
。

　

宗
叡
と
真
如
に
師
資
関
係
が
存
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
最
初
の
疑
問
に
戻
ろ
う
と
思
う
。【
史
料
3
】
に
「
唐

通
事
張
友
信
に
命
じ
て
、
船
一
隻
を
造
ら
せ
た
」（
傍
線
部
①
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
真
如
一
行
は
遣
唐
使
と
は
ち
が
っ
て
国
家
の

正
式
な
朝
貢
使
節
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
遣
唐
使
が
そ
の
都
度
新
た
な
船
を
建
造
し
た
の
に
準
じ
て
船
一
隻
を
わ
ざ
わ
ざ
造
ら
せ
て
お

り
、
単
に
唐
商
人
ら
の
船
に
便
乗
し
た
恵
運
や
円
珍
ら
と
も
異
な
る
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
真
如
一
行
の
渡
海
は
、
遣
唐
使

の
派
遣
に
な
か
ば
準
じ
た
扱
い
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
中
断
さ
れ
て
い
た
時
期
に
入
唐
し
た
円
珍
ら
の
渡
航
方
法
と
も
異
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
真
如
の
元
親
王
と
い
う
身
分
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、
と
も
か
く
前
述
し
た
よ
う

に
、
宗
叡
は
そ
れ
に
「
請
ひ
従
ひ
て
海
を
渡
」
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
み
ず
か
ら
申
し
出
て
一
行
に
加
え
て
も
ら
っ
た
と
み
る

べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
要
請
が
、
ま
っ
た
く
の
個
人
的
な
理
由
だ
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
宗
叡
の

入
唐
に
は
公
的
な
理
由
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
真
如
も
、
宗
叡
（
と
そ
の
弟
子
）
の
同
乗
を
許
可
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。
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図
　
宗
叡
・
真
如
一
行
の
入
唐
ル
ー
ト
（
田
島
公
「
真
如
（
高
丘
）
親
王
一
行
の
「
入
唐
」
の
旅
」（
註
４
）
に
よ
る
）
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【
史
料
4
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
三
月
二
十
六
日
丁
亥
条
（
抄
出
）

　
　

�

①
貞
観
四
年
、
高
丘
親
王
、
西
唐
に
入
る
。
宗
叡
、
請
ひ
従
ひ
て
海
を
渡
る
。
初
め
汴べ
ん
し
う州
の
阿
闍
梨
玄
慶
に
遇
ひ
、
灌
頂
を
受
け

て
、
金
剛
界
法
を
習
ふ
。
五
臺
山
に
登と
う
は
ん攀
し
て
、
聖
跡
を
巡
礼
す
。
即
ち
西
臺
の
維
摩
詰（
談
）の
石
の
上
に
、
五
色
の
雲
を
見
、
東
臺
の

那
羅
延
の
窟い
は
やの
側
に
、
聖
灯
及
び
吉
祥
鳥
を
見
、
聖
鐘
を
聞
く
。
②
尋つ

い
で
天
台
山
に
至
り
、
次
い
で
大
華
厳
寺
に
於
い
て
、
千
僧

に
供
養
す
。
即
ち
是
れ
本
朝
の
御
願
な
り
。
青
龍
寺
に
至
り
、
阿
闍
梨
法
全
に
随
ひ
て
、
重
ね
て
濯（
灌
）頂
を
受
け
、
胎
蔵
界
法
を
学

び
、
そ
の
殊
旨
を
尽
く
す
。
阿
闍
梨
、
金
剛
杵
幷あ
は

せ
て
儀
軌
・
法
門
等
を
以
て
宗
叡
に
付
属
し
、
用も
っ

て
印
信
に
充
つ
。
更
に
慈
恩
寺

の
造
玄
・
興
善
寺
の
智
慧
輪
等
の
阿
闍
梨
を
尋
ね
、
秘
奧
を
承
受
し
、
幽い
う

を
さ
く

詢じ
ゅ
ん
ぐ求
し
、
廻
り
て
洛
陽
に
至
り
、
便
ち
聖
善
寺
の
善

無
畏
三
蔵
の
旧
院
に
入
る
。
そ
の
門
徒
、
三
蔵
所
持
の
金
剛
杵
幷
せ
て
経
論
・
梵
夾
・
諸
尊
・
儀
軌
等
を
以
て
こ
れ
に
授
く
。
八
年
、

明
州
望
海
鎮
に
到
る
。
適
た
ま
た
ま

李
延
孝
の
遙
か
に
扶
桑
を
指
し
て
一
葉
を
泛う
か

べ
む
と
す
る
に
遇
ふ
。
宗
叡
同
舟
し
て
、
順
風
に
纜
と
も
づ
なを
解

き
、
三
日
夜
の
間
に
本
朝
に
帰
着
す
。

　

さ
て
、
真
如
お
よ
び
宗
叡
の
入
唐
時
期
で
あ
る
が
、
史
料
に
よ
っ
て
若
干
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の

高
岳
親
王
の
項
に
は
「
貞
観
二
年
入
唐
」
と
あ
る
一
方
、
右
の
【
史
料
4
】
や
『
入
唐
五
家
伝
』
所
収
「
禅
林
寺
僧
正
伝
（
（1
（

」
お
よ
び
「
真
如

親
王
入
唐
略
記
」
に
は
貞
観
四
年
に
入
唐
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
五
世
紀
に
成
立
し
た
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
史
料
的

価
値
が
下
が
る
の
は
当
然
で
、
真
如
や
宗
叡
の
入
唐
時
期
を
貞
観
四
年
と
し
て
も
、
特
段
の
矛
盾
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、【
史
料
4
】
に
従
っ
て
両
者
の
入
唐
時
期
を
貞
観
四
年
と
み
て
も
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
【
史
料
3
】
に
よ
る
と
、
僧
俗
あ
わ
せ
て
六
十
人
が
乗
っ
た
船
は
貞
観
四
年
（
八
六
二
、
唐
の
咸
通
三
年
）
七
月
中
旬
に
鴻
臚
館
を
出
発

し
、
八
月
十
九
日
に
遠と
お

値ち

か嘉
島
（
現
五
島
列
島
）
に
着
岸
す
る
と
、
早
く
も
九
月
三
日
に
は
東
シ
ナ
海
に
向
け
て
出
帆
し
、
七
日
未
の
剋

（
午
後
一
時
か
ら
三
時
）
に
明
州
揚
扇
山
に
着
き
、
申
の
剋
（
午
後
三
時
か
ら
五
時
）
に
石
丹
奥
の
泊
に
着
岸
し
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
に

越
州
へ
の
移
動
を
許
可
さ
れ
た
一
行
は
そ
れ
に
従
い
、
約
一
年
間
に
わ
た
っ
て
越
州
に
滞
在
し
た
が
、
咸
通
五
年
十
二
月
に
い
た
っ
て
入

京
の
た
め
越
州
を
出
発
し
、
咸
通
六
年
二
月
中
旬
に
汴
河
に
到
着
し
た
。
こ
の
間
、
賢
真
、
恵
蕚
、
忠
全
た
ち
は
、
咸
通
五
年
四
月
に
明

州
か
ら
日
本
に
帰
国
し
て
い
る
。
明
州
・
越
州
滞
在
時
に
お
け
る
宗
叡
た
ち
の
動
向
は
あ
ま
り
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
東
寺
観
智
院
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金
剛
蔵
所
蔵
の
「
涅
槃
経
悉
曇
章
」
の
本
奥
書
に
「
本
に
云
は
く
、
咸
通
三
年
十
月
廿
日
、
明
州
開
元
寺
に
於
い
て
、
和
上
姓
は
馬
氏
に

就
き
て
こ
れ
を
写
す
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
宗
叡
は
明
州
開
元
寺
に
お
い
て
「
涅
槃
経
悉
曇
章
」
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
（
（1
（

。
こ
の
「
涅
槃
経
悉
曇
章
」
は
宗
叡
の
将
来
目
録
で
あ
る
「
書
写
請
来
法
門
等
目
録
（
（1
（

」
に
も
「
涅
槃
経
悉
曇
章
一
巻
〈
羅
什
三
蔵

翻
訳
〉
九
張
」
と
し
て
み
え
て
お
り
、
お
そ
ら
く
同
一
の
も
の
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
（
（1
（

。

　

宗
叡
は
汴
州
（
現
河
南
省
開
封
市
付
近
）
の
玄
慶
阿
闍
梨
か
ら
灌
頂
を
受
け
、
金
剛
界
法
を
学
ん
だ
（【
史
料
4
】）
の
ち
、「
宿
願
が
あ

る
た
め
汴
州
で
（
真
如
一
行
と
）
別
れ
、
河
中
府
の
道
を
と
っ
て
五
臺
山
に
向
か
っ
た
」（【
史
料
3
】
傍
線
部
②
）
と
あ
る
よ
う
に
、
汴
州

で
真
如
ら
と
い
っ
た
ん
別
れ
て
五
臺
山
に
向
か
い
、
聖
跡
の
巡
礼
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
。【
史
料
4
】
の
記
載
順
に
よ
れ
ば
、
五
臺
山

で
の
宗
叡
は
ま
ず
西
臺
の
「
維
摩
詰
（
談
）
石
」
を
訪
れ
て
石
の
上
に
五
色
の
雲
を
み
、
次
い
で
東
臺
の
「
那
羅
延
窟
」
に
赴
い
て
聖
灯
と

吉
祥
鳥
を
み
、
聖
鐘
を
聞
い
た
と
い
う
。
な
ぜ
宗
叡
が
こ
れ
ら
聖
跡
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
彼
の
前
に
こ
の
地
を
訪
問

し
、
そ
れ
を
記
録
し
て
い
た
人
物
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。

【
史
料
5
】『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
五
月
二
十
日
条
（
抄
出
）

　
　

�

臺
の
西
よ
り
坂
を
下
り
、
行
く
こ
と
五
六
里
、
谷
に
近
く
文
殊
と
維
摩
と
対
談
の
処
あ
り
。
両
箇
の
大
巌
は
相
対
し
て
高
起
し
、
一

は
南
一
は
北
、
高
さ
は
各
三
丈
許ば
か

り
。
巌
上
は
皆
平
か
に
し
て
、
皆
大
石
の
座
あ
り
。
相
伝
へ
て
云
は
く
、「
文
殊
師
利
菩
薩
と
維

摩
と
相
見
え
対
談
す
る
処
」
と
。

【
史
料
6
】『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
五
月
二
十
二
日
条
（
抄
出
）

　
　

�

臺
頂
よ
り
東
に
向
か
ひ
て
直
ち
に
下
る
こ
と
半
里
の
地
、
埈
崖
の
上
に
窟
あ
り
。
名
づ
け
て
那
羅
延
窟
と
な
す
。
人
の
云
は
く
、

「
昔む
か
し者
、
那
羅
延
仏
こ
の
窟
に
於
い
て
行
道
し
、
後
に
西
に
向
か
ひ
て
去
る
」
と
。
窟
内
湿
潤
に
し
て
水
滴
る
。
戸
の
濶ひ
ろ

さ
六
尺
。

窟
内
黒
暗
に
し
て
、
宜
し
く
龍
あ
り
て
潜ひ
そ

み
蔵か
く

る
べ
し
。

　

そ
の
人
物
と
は
、
右
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
著
し
た
円
仁
の
こ
と
で
、
彼
も
ま
た
五
臺
山
西
臺
で
文
殊
菩
薩
と
維
摩
居
士
（
維

摩
詰
）
が
対
談
し
た
大
岩
を
み
、
東
臺
で
那
羅
延
仏
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
護
法
善
神
、
金
剛

力
士
と
も
）
が
修
行
し
た
と
伝
わ
る
窟
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
【
史
料
5
・
6
】
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
円
仁
は
五
臺
山
で
中
国
仏
教
の

― 178 （ 9 ） ―



禅林寺宗叡の入唐とその後｜佐藤長門

儀
礼
を
体
験
し
（
（1
（

、
天
台
僧
の
講
義
を
聴
き
（
（1
（

、
日
本
に
伝
来
し
て
い
な
い
天
台
経
典
を
書
写
し
て
い
る
（
（1
（

が
、
入
唐
の
目
的
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
比
叡
山
か
ら
の
疑
問
が
、
す
で
に
天
台
山
国
清
寺
（
実
は
禅
林
寺
の
広
修
）
か
ら
示
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
（
（1
（

、
そ
の
後
は
五
臺
山
の

巡
礼
に
切
り
替
え
て
い
る
。
円
仁
の
五
臺
山
巡
行
は
、
天
台
山
巡
行
の
代
替
（
（2
（

と
い
え
る
も
の
で
、
五
臺
山
で
は
密
教
を
求
法
す
る
予
定

は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
五
臺
山
で
は
若
干
の
天
台
宗
受
学
と
巡
礼
に
い
そ
し
ん
で
お
り
、
宗
叡
も
そ
の
後
の
千
僧
供
養

の
ほ
か
は
五
臺
山
の
巡
礼
に
専
念
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
叡
の
行
動
は
円
仁
の
そ
れ
を
な
ぞ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

宗
叡
が
一
行
と
別
れ
て
五
臺
山
に
向
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
高
見
寛
恭
は
「
清
和
天
皇
の
御
願
で
あ
る
千
僧
供
養
を
五
台
山
に
於
い

て
果
さ
ん
が
為
に
、
一
路
長
安
に
向
う
親
王
と
一
先
づ
袂
を
分
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
（2
（

。
西
臺
・
東
臺
の
聖
跡
を
巡
礼
し
た
の
ち
、

【
史
料
4
】
に
は
「
尋
い
で
天
台
山

0

0

0

に
至
り
、
次
い
で
大
華
厳
寺
に
於
い
て
千
僧
に
供
養
し
た
。
こ
れ
は
即
ち
本
朝
の
御
願
で
あ
る
」（
傍

線
部
②
）
と
あ
る
の
で
ま
ぎ
ら
わ
し
い
が
、
文
中
の
大
華
厳
寺
と
は
現
在
の
顕
通
寺
の
こ
と
で
、
五
臺
山
の
中
心
的
寺
院
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
よ
っ
て
「
尋
い
で
天
台
山
に
至
り
」
は
ま
ち
が
い
か
不
必
要
な
文
言
（
（2
（

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
高
見
の
い
う
よ
う
に
宗
叡
は
清
和
天
皇

御
願
に
よ
る
千
僧
供
養
を
お
こ
な
う
た
め
、
五
臺
山
に
向
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

【
史
料
7
】『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
二
月
二
十
九
日
条

　
　

�

玄
法
寺
法
全
阿
闍
梨
の
所
に
於
い
て
、
始
め
て
胎
蔵
大
法
を
受
く
。
ま
た
大
安
国
寺
元
簡
阿
闍
梨
の
所
に
於
い
て
、
重
ね
て
悉
曇
章

を
決
す
。

【
史
料
8
】『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』
大
中
九
年
（
八
五
五
）
十
一
月
五
日
条
（
抄
出
）

　
　

�

五
更
、
両
部
大
教
阿
闍
梨
位
灌
頂
を
伝
授
せ
ら
る
。
即
ち
般
若
母
菩
薩
、
大
虚
空
蔵
菩
薩
、
転
法
輪
大
菩
薩
を
得
。
和
尚
（
法
全
）

記
を
授
け
て
曰
は
く
、「
汝
、
大
毘
盧
遮
那
経
般
若
母
の
加
持
を
蒙
る
。
阿
字
法
性
の
大
空
に
遊
歩
し
、
一
切
如
来
の
最
上
乗
教
を

伝
へ
よ
」
て
へ
り
。

【
史
料
9
】『
入
唐
求
法
行
歴
』
大
中
九
年
（
八
五
五
）
五
月
二
十
五
日
条

　
　

�

丁
満
入
城
し
、
常
楽
坊
近
く
の
南
門
街
に
於
い
て
、
玄
法
寺
法
全
阿
闍
梨
に
逢
着
す
。
便
ち
地
に
伏
し
て
拝
す
。
和
上
恠あ
や

し
み
問
ふ
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に
、「
若も

し
や
こ
れ
円
仁
闍
梨
の
行
者
や
否
や
」
と
。
丁
満
「
爾し
か

り
」
と
答
ふ
。「
何
事
に
因
り
て
、
更
に
来
た
れ
る
や
」
と
。「
本
国

の
師
僧
に
随
ひ
て
来
、
特
に
和
尚
を
尋
ぬ
」
と
。
和
尚
喜
歓
し
、
便
ち
領
将
し
て
青
龍
寺
西
南
角
の
浄
土
院
の
和
上
の
房
に
去ゆ

き
、

茶
飯
を
与
へ
た
り
。
便
ち
語
を
伝
へ
来
た
り
、
円
珍
を
存
問
す
。

【
史
料
10
】『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
会
昌
元
年
（
八
四
一
）
二
月
十
三
日
（
抄
出
）

　
　

�

金
剛
界
大
法
を
受
け
畢
は
ん
ぬ
。
金
剛
界
曼
荼
羅
を
供
養
し
、
及
び
伝
法
灌
頂
を
受
く
。
五
瓶
の
水
を
以
て
頂
上
に
灌
ぐ
。
夜
に
至

り
て
十
二
天
に
供
す
。
毎
事
、
吉
祥
な
り
。
兼
ね
て
慈
恩
寺
の
塔
に
登
る
。

【
史
料
11
】『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』
大
中
九
年
（
八
五
五
）
十
一
月
六
日
条
（
抄
出
）

　
　

�

復
冬
至
の
日
、
街
東
大
興
善
寺
不
空
三
蔵
和
尚
の
院
に
至
り
、
三
蔵
和
尚
の
骨
塔
を
礼
拝
す
。
幷
せ
て
三
蔵
第
三
代
伝
法
弟
子
三
蔵

沙
門
智
慧
輪
阿
闍
梨
に
見ま
み

え
、
道
場
に
参
入
し
、
聖
衆
を
礼
拝
し
、
両
部
大
曼
荼
羅
教
の
秘
旨
を
諮
承
し
、
兼
ね
て
新
訳
持
念
経
法

を
授
か
る
。
…
…
次
い
で
荘
厳
、
西
明
、
慈
恩
、
興
福
、
崇
福
、
薦
福
寺
ら
を
巡
る
。

【
史
料
12
】『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』
大
中
九
年
（
八
五
五
）
十
二
月
十
八
日
条
（
抄
出
）

　
　

閑
に
乗
じ
て
大
聖
善
寺
善
无
畏
三
蔵
の
旧
院
に
詣
で
、
真
容
を
礼
拝
す
。

　

清
和
天
皇
の
御
願
で
あ
る
千
僧
供
養
を
大
華
厳
寺
で
無
事
に
終
え
た
の
ち
、
宗
叡
は
長
安
に
移
動
し
青
龍
寺
の
法は
っ
せ
ん全
か
ら
灌
頂
を
受
け

て
胎
蔵
界
法
を
学
び
、
金
剛
杵
や
儀
軌
・
法
門
等
を
授
け
て
伝
授
の
印い
ん
じ
ん信（
証
拠
）
と
な
し
、
ま
た
慈
恩
寺
の
造
玄
や
興
善
寺
の
智
慧
輪

な
ど
を
尋
ね
て
密
教
の
秘
奥
を
継
受
さ
れ
、
さ
ら
に
洛
陽
に
移
っ
て
聖
善
寺
の
善
無
畏
三
蔵
の
旧
院
に
入
る
と
、
そ
の
門
徒
か
ら
善
無
畏

が
使
用
し
て
い
た
金
剛
杵
、
経
論
、
梵
夾
、
諸
尊
、
儀
軌
な
ど
が
送
ら
れ
て
い
る
（【
史
料
4
】）。
法
全
と
は
、
円
仁
（【
史
料
7
】）
や
円

珍
（【
史
料
8
】）
も
受
法
し
た
僧
侶
で
、【
史
料
9
】
に
よ
れ
ば
円
珍
は
訳
語
の
丁て
い
ま
ん満（
丁
よ
ぼ
ろ
の

小お

ま

ろ
麻
呂
・
丁て
い
ゆ
う
ま
ん

雄
満
）
を
旧
居
の
玄
法
寺
に
向
か

わ
せ
た
が
、
た
ま
た
ま
道
で
法
全
と
遭
遇
し
、
現
在
は
青
龍
寺
に
移
居
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
円
珍
は
円
仁
か
ら

の
情
報
に
よ
っ
て
法
全
へ
の
面
会
と
受
学
を
決
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
（2
（

。
こ
の
法
全
か
ら
宗
叡
も
胎
蔵
界
法
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
慈
恩
寺
は
円
仁
・
円
珍
と
も
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
【
史
料
10
・
11
】
か
ら
わ
か
り
、
興
善
寺
の
智
慧
輪
も
円
珍
が

す
で
に
面
会
し
て
諮
問
し
て
い
た
僧
侶
で
（【
史
料
11
】）、
善
無
畏
の
旧
院
も
円
珍
が
訪
れ
て
い
た
（【
史
料
12
】）。
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こ
の
よ
う
に
、
宗
叡
が
そ
れ
以
前
に
入
唐
し
て
い
た
先
輩
僧
か
ら
の
情
報
を
頼
り
に
修
学
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
（
（2
（

、
宗
叡

が
真
言
宗
に
「
転
身
」
し
た
の
ち
も
、
円
仁
や
円
珍
ら
か
ら
中
国
仏
教
界
の
情
報
を
得
て
い
た
可
能
性
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
宗
叡
が
こ
の
よ
う
な
修
学
の
仕
方
を
選
択
し
た
（
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
の
は
、
彼
ら
の
滞
在
期
間
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

加
え
、
か
か
る
状
況
の
な
か
で
も
っ
と
も
効
率
的
な
修
学
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
た
結
果
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。

２
．
帰
国
後
の
動
向

　
【
史
料
4
】
に
よ
れ
ば
、
宗
叡
は
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
に
明
州
望
海
鎮
か
ら
李
延
孝
の
船
に
同
乗
し
て
帰
国
し
た
と
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
少
々
わ
か
り
づ
ら
い
の
が
【
史
料
3
】
の
記
事
で
、
傍
線
部
③
の
部
分
を
訳
す
と
、「
咸
通
六
年
（
八
六
五
、
貞
観
七
年
）
に
長
安
か

ら
戻
っ
て
き
た
宗
叡
が
『
早
く
雑
物
を
受
け
と
っ
て
、
広
州
に
向
か
う
べ
き
で
し
ょ
う
』
と
い
う
の
で
、
伊
勢
興
房
が
広
州
に
赴
こ
う
と

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
任
仲
元
が
（
真
如
の
）
教
書
を
も
た
ら
し
て
『
興
房
（
の
出
発
）
を
待
た
せ
た
と
し
て
も
、
近
く
船
が
（
日
本
に
）
出

航
す
る
よ
う
な
の
で
、
躊
躇
し
て
い
る
時
間
は
な
い
。
正
月
二
十
七
日
に
は
安
展
、
円
覚
ら
を
率
い
て
西
に
向
か
わ
せ
た
。（
広
州
に
）

出
発
す
る
の
を
や
め
て
、
李
延
孝
の
船
に
乗
っ
て
日
本
に
帰
国
す
べ
き
だ
』
と
伝
え
て
き
た
。
よ
っ
て
宗
叡
や
興
房
ら
は
、
同
年
六
月
に

李
延
孝
の
船
で
福
州
か
ら
帰
国
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
史
料
で
異
な
っ
て
い
る
点
は
、
宗
叡
一
行
が
離
岸
し
た
地

名
を
【
史
料
4
】
で
は
「
明
州
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、【
史
料
3
】
で
は
「
福
州
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と

も
に
【
史
料
3
】
で
問
題
な
の
は
、
こ
こ
に
み
え
る
「
同
年
六
月
」
を
咸
通
六
年
（
貞
観
七
年
）
と
み
る
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

前
に
安
展
や
円
覚
ら
が
「
正
月

0

0

二
十
七
日
」
に
西
に
移
っ
て
い
る
の
を
年
が
改
ま
っ
て
か
ら
と
み
な
し
て
、【
史
料
4
】
と
同
じ
く
咸
通
七

年
（
貞
観
八
年
）
と
と
ら
え
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

帰
国
後
の
宗
叡
が
自
身
の
入
唐
修
学
の
成
果
を
ま
と
め
た
「
書
写
請
来
法
門
等
目
録
（
（2
（

」
に
は
、「
大
唐
咸
通
六
年
、
六
月
よ
り
十
月
ま

で
、
長
安
城
右
街
西
明
寺
日
本
留
学
僧
円
載
法
師
の
院
に
於
い
て
求
め
写
す
雑
く
さ
ぐ
さの
法
門
等
の
目
録
、
具つ
ぶ
さに
右
の
如
き
な
り
。
日
本
貞
観

七
年
十
一
月
十
二
日
、
左
京
東
寺
に
却
り
来
た
り
、
重
ね
て
勘
定
す
。
入
唐
請
益
大
法
師
位
〈
後
の
た
め
こ
れ
を
記
す
。〉」
と
あ
り
、
宗
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叡
は
貞
観
七
年
十
一
月
に
は
東
寺
で
請
来
し
た
経
典
類
を
再
度
点
検
し
て
い
る
（
（2
（

。
こ
の
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、【
史
料
4
】
の
貞
観
八
年

に
帰
国
し
た
と
の
記
事
は
誤
り
で
、
宗
叡
は
貞
観
七
年
に
帰
国
し
た
こ
と
に
な
る
。
宗
叡
は
咸
通
六
年
二
月
に
五
臺
山
に
向
か
い
、
六
月

か
ら
十
月
に
か
け
て
長
安
に
戻
っ
て
経
典
類
を
書
写
し
た
が
、【
史
料
3
】
の
「
正
月

0

0

二
十
七
日
」
は
宗
叡
ら
が
五
臺
山
に
向
か
う
た
め
真

如
一
行
と
別
れ
た
二
月
中
旬
よ
り
以
前
の
出
来
事
を
記
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
と
く
に
齟
齬
な
く
解
釈
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
（
（2
（

。

【
史
料
13
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
十
月
廿
三
日
己
卯
条
（
抄
出
）

　
　

�

策
命
し
て
曰
は
く
、「
天す
め
ら皇
が
詔お
ほ
み
こ
と命ら
ま
と
法
師
た
ち
に
白ま
を

さ
へ
と
宣の

り
た
ま
ふ
大
命
を
白
す
。
権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
宗
叡
は
、

太
上
天
皇
の
幼
少
に
御お
は
し
ま坐
し
し
時
よ
り
護
持
し
仕
へ
奉
れ
る
事
も
あ
り
、
今
も
亦ま
た

怠
ら
ず
仕
へ
奉
る
に
依
り
て
、
故か
れ
こ
こ是
を
以
て
殊こ
と

に

僧
正
に
任よ
さ

し
賜
ひ
治
め
賜
ふ
。
…
…
」
と
。

【
史
料
14
】『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
八
月
廿
四
日
庚
辰
条
（
抄
出
）

　
　

�

権
律
師
法
橋
上
人
位
宗
叡
、
予か

ね
て
御
願
寺
を
造
り
、
山
城
国
愛
宕
郡
栗
栖
野
に
在
り
。
堂
舎
顛
覆
す
。
仏
像
は
元
北
山
の
高
岑
寺

に
在
り
。
貞
観
十
三
年
の
大
雨
水
の
と
き
、
自
然
に
大
巌
石
を
以
て
そ
の
道
路
を
塞
ぎ
、
行
人
通
は
ず
。
高
岑
寺
を
去
り
て
栗
栖
野

に
移
し
立
つ
。
ま
た
去
年
京
師
に
大
い
に
雹
雨ふ

る
。
時
の
人
皆
曰
は
く
、「
此
の
三
度
の
災
わ
ざ
は
ひは
、
彼
の
像
に
因よ

り
て
発お
こ

る
」
と
。

【
史
料
15
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
四
月
九
日
甲
戌
条
（
抄
出
）

　
　

�

権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
宗
叡
奏
言
す
ら
く
、「
薬
師
寺
の
法
相
宗
伝
灯
大
法
師
位
義
澄
、
同
宗
伝
灯
大
法
師
位
義
叡
、
東
大
寺
の
律

宗
伝
灯
大
法
師
位
忠
城
、
華
厳
宗
伝
灯
大
法
師
位
心
恵
ら
の
四
人
、
真
言
を
兼
学
し
て
師
範
と
な
す
に
堪た

ふ
。
伏
し
て
願
は
く
は
、

修
行
伝
灯
賢
大
法
師
位
真
如
の
本
願
に
随
ひ
て
、
超
昇
寺
に
入
住
せ
し
め
む
」
と
。
詔
し
て
こ
れ
を
従ゆ
る

す
。

　

宗
叡
は
そ
の
後
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
正
月
に
権
律
師
に
任
命
さ
れ
（
（2
（

、
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
十
二
月
に
は
権
少
僧
都
（
（2
（

、
元
慶

三
年
（
八
七
九
）
十
月
に
は
「
太
上
天
皇
が
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
、
護
持
し
て
お
仕
え
し
て
お
り
、
い
ま
も
ま
た
怠
ら
ず
に
お
仕
え
し
て
い

る
」
と
の
理
由
か
ら
僧
正
に
任
命
さ
れ
る
（【
史
料
13
】）。
こ
の
間
、
貞
観
十
年
（
八
六
九
）
に
師
の
真
紹
か
ら
禅
林
寺
を
譲
ら
れ
た
こ
と

は
前
稿
で
述
べ
た
が
、『
日
本
三
代
実
録
』
に
は
貞
観
十
六
年
八
月
に
宗
叡
が
山
城
国
愛
宕
郡
栗
栖
野
に
造
っ
た
御
願
寺
の
堂
舎
が
風
雨

に
よ
っ
て
転
覆
し
た
記
事
が
み
え
（【
史
料
14
】）、
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
四
月
に
は
薬
師
寺
の
義
澄
、
義
叡
、
東
大
寺
の
忠
城
、
心
恵
ら
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四
人
は
真
言
を
兼
学
し
て
師
範
に
堪
え
る
人
物
な
の
で
、
真
紹
の
本
願
に
随
っ
て
超
昇
寺
（
（3
（

に
入
住
せ
し
め
た
い
と
奏
言
し
て
許
さ
れ
た

と
あ
る
（【
史
料
15
】）。
ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
柳
原
家
旧
蔵
『
東
寺
長
者
補
任
』
上
（
（3
（

に
よ
れ
ば
、
宗
叡
は
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
に

東
寺
第
二
長
者
と
な
り
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
正
月
に
は
真
雅
僧
正
の
卒
去
に
と
も
な
っ
て
東
寺
長
者
（
第
五
世
）
に
就
任
し
た
と
あ
る

が
、
同
じ
『
東
寺
長
者
補
任
』
の
元
慶
八
年
段
に
は
「（
貞
観
）
十
六
年
十
二
月
廿
九
日
、
権
少
僧
都
に
転
じ
、
東
大
寺
別
当
を
兼
ぬ
」
と

も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
東
大
寺
別
当
次
第
（
（3
（

』
に
は
宗
叡
が
東
大
寺
別
当
に
な
っ
た
と
い
う
記
載
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
誤

伝
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
（3
（

。

【
史
料
16
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
十
二
月
四
日
癸
未
条
（
抄
出
）

　
　

�

是
の
日
、
申
の
二
刻
、
太
上
天
皇
、
円
覚
寺
に
崩
ず
。
時
に
春
秋
卅
一
。
…
…
時
に
真し
ん

雅が

法
師
あ
り
、
降
誕
の
初
め
よ
り
聖せ
い
き
ゅ
う躬を
侍

護
す
。
…
…
真
雅
遷
化
し
、
復ま
た

僧
正
宗
叡
法
師
あ
り
。
唐
に
入
り
て
法
を
求
め
、
真
言
を
受
得
す
。
天
皇
に
勧
め
奉
り
て
、
香か
う

火げ

の

因
を
結
ぶ
。
皇
位
を
遜ゆ
づ

り
て
よ
り
、
清
和
院
に
御
し
、
念
を
苦
空
に
帰
し
、
心
を
菩
提
に
発
し
、
朝
夕
の
膳
に
は
、
菜さ
い

蔬そ

御
に
在

り
、
妍
状
豊
姿
に
は
、
顏
色
を
賜
は
ず
、
嬿
私
え
ん

寵
し

引

ち
ょ
う

、
い
ん

斯こ

れ
よ
り
し
て
断
つ
。
遂
に
山
庄
に
御
し
て
、
落
飾
入
道
す
。
是
の
時
、
僧

正
宗
叡
侍
る
。
山
庄
は
即
ち
是
れ
円
覚
寺
な
り
。
天
皇
、
事
を
頭
陀
に
寄
せ
、
意
を
経
行
に
切せ
つ

に
し
、
便す
な
はち
名め
い
ざ
ん
ぶ
つ
ろ
う

山
仏
壠
を
歴
覧
せ
む

と
欲
す
。
是こ
こ

に
於
い
て
山
城
国
貞
観
寺
よ
り
始
め
て
、
大
和
国
東
大
寺
、
香
山
、
神
野
、
比
蘇
、
龍
門
、
大
瀧
、
摂
津
国
勝
尾
山
、

諸
の
名
あ
る
処
に
至
る
ま
で
、
経
廻
し
て
仏
に
礼
し
、
或
る
処
に
は
留
住
し
て
、
旬
を
踰こ

え
て
乃す
な
はち
去
り
、
勝
尾
山
よ
り
、
山
城
国

海
印
寺
に
帰
り
、
俄に
は
かに
し
て
丹
波
国
水
尾
山
に
入
り
、
定
め
て
終
焉
の
地
と
な
す
。
自
後
酒し
ゅ

酢そ

塩え
ん

豉し

を
御め

さ
ず
、
二
三
日
を
隔
て

て
、
一
た
び
斎
飯
を
進
め
、
六り
く

時じ

の
苦
修
、
焦せ
う

毀き

削
る
が
如
し
。
業
累
を
断
除
し
て
、
禅
念
逾

い
よ
い
よ

劇は
げ

し
く
、
恒
に
此
の
身
を
厭い

と

ひ

て
、
膳
を
御め

さ
ず
し
て
捨
て
む
と
欲
す
。
夫か

の
沙
門
修
練
者
の
難
行
と
す
る
所
、
緇し

と徒
精
進
者
の
高
迹
と
な
す
に
至
り
て
は
、
尊
き

こ
と
極
に
居
る
と
雖
も
、
尽
く
し
て
こ
れ
を
踏
む
。
寝
疾
大
漸
し
て
、
近
侍
の
僧
ら
に
命
じ
て
、
金
剛
輪
陀
羅
尼
を
誦ず

せ
し
め
、
正

し
く
西
方
に
向
か
ひ
て
、
結
跏
趺
坐
し
、
手
に
結
定
の
印
を
作
り
て
崩
ず
。
震
儀
動
か
ず
、
儼
然
と
し
て
生
け
る
が
若ご
と

く
、
念
珠
猶

懸か
か

り
て
、
御
手
に
在
り
。
梓
宮
は
棺
に
御
し
、
そ
の
制
輿
に
同
じ
。
聖
躬
坐ざ

崩ほ
う

せ
し
を
以
て
、
遂
に
頽た
い

臥が

せ
ざ
る
な
り
。
遺
詔
し
て

中ち
ゅ
う
や野
に
火
葬
し
、
山
陵
を
起つ
く

ら
ず
、
百
官
及
び
諸
国
を
し
て
、
挙
哀
素
服
せ
し
め
ず
、
亦
縁
葬
の
諸
司
を
任
ず
る
勿
か
ら
し
め
、
喪
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事
に
須も
ち

ゐ
る
所
、
惣す
べ

て
省
約
に
従
は
し
む
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
宗
叡
が
清
和
天
皇
と
深
い
縁
に
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
入
唐
の
目
的
の
ひ
と
つ
が
五
臺
山
で
千
僧
供
養
を

お
こ
な
う
と
の
清
和
の
宿
願
を
果
た
す
た
め
で
あ
っ
た
点
、
宗
叡
の
僧
正
任
命
が
清
和
の
幼
少
時
か
ら
継
続
し
て
仕
え
て
き
た
こ
と
を
理

由
と
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
右
の
清
和
太
上
天
皇
の
崩
伝
（【
史
料
16
】）
に
も
両
者
の
関
係
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
、
清
和
が
誕
生
し
た
当
初
は
空
海
の
弟
に
あ
た
る
真
雅
が
親
王
を
侍
護
し
て
い
た
が
、
そ
の
遷
化
後
に
は
宗
叡
が
親

王
護
持
の
役
割
を
引
き
継
い
だ
こ
と
、
唐
か
ら
の
帰
国
後
に
は
天
皇
に
出
家
を
導
き
、
譲
位
後
に
「
山
庄
」（
藤
原
基
経
の
山
荘
、
の
ち
の

円
覚
寺
）
で
落
飾
入
道
し
た
際
に
も
宗
叡
が
近
侍
し
て
い
た
こ
と
（
（3
（

、
出
家
後
の
清
和
は
山
城
国
貞
観
寺
、
大
和
国
東
大
寺
、
香
山
、
神

野
、
比
蘇
、
龍
門
、
大
瀧
、
摂
津
国
勝
尾
山
、
山
城
国
海
印
寺
な
ど
の
名
山
・
仏
寺
を
め
ぐ
り
、
丹
波
の
水
尾
山
を
終
焉
の
地
と
定
め
、

絶
食
を
と
も
な
う
厳
し
い
苦
行
を
実
践
し
て
円
覚
寺
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。【
史
料
16
】
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
次
の
【
史
料
17
】
の
傍
線
部
に
よ
る
と
、
清
和
の
名
山
巡
礼
に
は
宗
叡
も
同
行
し
先
導
し
て
い
た
と
あ
る
。

【
史
料
17
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
三
月
二
十
六
日
丁
亥
条
（
抄
出
）

　
　

�（
貞
観
）
十
一
年
春
、
権
律
師
と
な
り
、
十
六
年
冬
、
権
少
僧
都
に
転
じ
、
天
皇
に
金
剛
界
大
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
・
観
自
在
菩
薩

秘
密
真
言
法
を
授
け
奉
る
。
ま
た
国
家
の
奉お
ほ
ん
た
め為に
、
胎
蔵
・
金
剛
両
部
の
大
曼
茶
羅
を
造
り
、
宮
中
修
法
院
持
念
堂
に
安
置
す
。
十

九
年
、
天
皇
、
清
和
院
に
遷
御
し
、
位
を
皇
太
子
に
譲
り
、
仏
道
に
帰
念
し
て
、
深
く
苦
空
を
悟
る
。
宗
叡
、
太
上
天
皇
に
勧
め
奉

り
て
、
華
厳
・
涅
槃
等
の
大
乗
経
を
聴
学
せ
し
む
。
元
慶
三
年
夏
四
（
マ
マ
）月
、
太
上
天
皇
、
円
覚
寺
に
遷
御
し
て
、
剔て
き
ら
く落
入
道
し
、
灌

頂
の
法
壇
を
設
け
て
、
仏
性
三
摩
耶
秘
密
乗
戒
を
受
け
、
衣
服
・
臥
具
・
珍
宝
・
車
乗
を
以
て
、
宗
叡
に
嚫し
ん

施し

す
。
是こ
こ

に
於
い
て
、

東
寺
・
東
大
・
延
暦
等
の
諸
寺
に
分
捨
し
て
、
一
物
も
己お
の
れに
入
れ
ず
。
是
の
年
の
冬
、
僧
正
の
位
に
至
る
。
太
上
天
皇
、
山
城
・
大

和
・
摂
津
等
の
国
の
名
山
・
仏
寺
を
巡
覧
す
。
宗
叡
従
ひ
奉
り
て
引
導
し
、
丹
波
国
水
尾
山
に
到
り
、
以
て
終
焉
の
地
と
な
す
。
和

尚
は
性
沈
重
に
し
て
、
言
談
を
好
ま
ず
。
斎
食
に
当
た
り
て
は
、
口
に
濃
淡
を
言
は
ず
、
い
ま
だ
嘗
て
寝
に
衣
裳
を
脱
が
ず
、
念
珠

手
を
離
れ
ず
。
年
七
十
六
に
し
て
、
禅
林
寺
に
終
は
る
。

　
【
史
料
17
】
は
前
掲
【
史
料
４
】
に
続
く
宗
叡
の
卒
伝
の
一
部
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
貞
観
十
六
年
に
宗
叡
が
権
少
僧
都
に
就
任
し
た
の
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ち
、
清
和
天
皇
に
金
剛
界
大
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
と
観
自
在
菩
薩
秘
密
真
言
法
を
授
け
、
国
家
安
寧
を
願
っ
て
胎
蔵
金
剛
両
部
の
大
曼
荼

羅
を
造
り
、
宮
中
修
法
持
念
堂
に
安
置
し
た
こ
と
、
清
和
が
譲
位
す
る
と
華
厳
・
涅
槃
等
の
大
乗
経
を
聴
学
せ
し
め
、
元
慶
三
年
（
八
七

九
）
五
月
（
（3
（

に
太
上
天
皇
が
落
飾
す
る
と
仏
性
三
摩
耶
秘
密
乗
戒
を
授
け
、
衣
服
・
臥
具
・
珍
宝
・
車
乗
が
喜
捨
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
を

東
寺
・
東
大
寺
・
延
暦
寺
等
に
分
捨
し
て
、
ひ
と
つ
も
自
分
の
も
の
に
し
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
諸
寺
の
う
ち
、

東
密
と
関
係
の
深
い
東
寺
・
東
大
寺
が
分
与
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
容
易
に
理
解
で
き
る
が
、
施
入
先
と
し
て
延
暦
寺
が
入
っ
て
い
る
の

は
、
宗
叡
が
真
言
宗
へ
宗
旨
替
え
を
し
た
の
ち
も
、
彼
と
天
台
宗
と
の
関
係
が
途
絶
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
宗
叡
は
清
和
天
皇
の
護
持
僧
と
し
て
終
始
そ
の
傍
ら
に
近
侍
し
て
き
た
僧
侶
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
清
和
の

臨
終
の
場
に
宗
叡
が
仕
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。【
史
料
16
・
17
】
は
そ
れ
ぞ
れ
清
和
天
皇
の
崩
伝
と
宗
叡
の
卒

伝
の
一
部
を
抄
出
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
全
体
を
確
認
し
て
も
宗
叡
が
清
和
の
最
期
を
看
取
っ
た
と
す
る
記
事
は
な
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
吉
田
一
彦
は
、
清
和
の
「
臨
終
の
間
際
に
は
禅
念
と
い
う
僧
が
つ
か
え
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
（3
（

。
た
し
か
に
【
史
料
16
】

の
傍
線
部
に
は
「
禅
念
」
と
い
う
語
が
み
え
る
も
の
の
、
そ
れ
は
宗
叡
に
同
行
し
て
入
唐
し
た
弟
子
の
禅
念
（
（3
（

の
こ
と
で
は
な
く
、「
修
行

へ
の
想
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
傍
線
部
を
訳
す
る
と
「
累
々
と
連
な
る
因
果
を
断
ち
切
っ
て
除
き
、
修
行
へ
の
想
い

は
い
よ
い
よ
激
し
く
な
り
、
常
に
自
身
の
身
体
を
厭
い
、
食
事
を
と
ら
ず
に
捨
て
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
で
も
な
る
だ
ろ
う
か
。

結
局
、
清
和
の
死
に
立
ち
会
っ
た
「
近
侍
の
僧
」
が
誰
だ
っ
た
の
か
は
現
存
史
料
か
ら
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
宗
叡
が
そ
の
場
に

か
け
つ
け
た
か
否
か
も
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
清
和
の
死
か
ら
遅
れ
る
こ
と
四
年
後
の
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
三
月
に
、
宗
叡
も
こ
の

世
を
去
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

い
わ
ゆ
る
入
唐
八
家
の
な
か
で
、
宗
叡
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
建
築
史
家
の
大
家
で
文
献
史
学
に
も
造
詣
が
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深
か
っ
た
福
山
敏
男
は
、「
空
海
に
始
ま
る
わ
が
国
の
真
言
宗
の
系
統
の
う
ち
、
空
海
・
実
恵
・
真
紹
・
宗
叡
と
い
う
系
譜
は
主
流
を
な

す
も
の
で
、
い
わ
ば
そ
の
名
門
と
目
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
（3
（

。
そ
れ
に
対
し
て
仏
教
史
家
の
薗
田
香
融
は
、
空
海
後
の
真
言
宗

は
東
寺
の
実
恵
・
真
紹
・
宗
叡
と
高
野
山
の
真
雅
・
真
然
が
対
立
し
て
お
り
、「
真
言
宗
に
入
唐
五
家
あ
り
、
新
し
い
教
学
と
儀
軌
の
輸

入
に
力
が
注
が
れ
た
が
、
宗
勢
の
発
展
に
は
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
た
宗
内
不
統
一
の
た
め
と
い
わ
ざ
る
を
え
ぬ
」
と

評
し
、
そ
の
な
か
で
「
東
寺
の
た
め
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
の
は
宗
叡
（
八
〇
九
～
八
四
）
ひ
と
り
に
す
ぎ
な
い
」
と
記
し
て
い

る
（
（3
（

。
な
お
、
薗
田
が
例
示
し
た
「
入
唐
五
家
」
と
は
、
空
海
後
に
入
唐
し
た
真
言
僧
の
真
如
・
常
暁
・
円
行
・
恵
運
・
宗
叡
の
五
人
を
指

す
言
葉
で
あ
り
、
彼
ら
の
略
歴
は
『
入
唐
五
家
伝
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
入
唐
五
家
伝
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
入
唐
八
家
を
下
敷
き
に
し
て
、
後
宇
多
法
皇
に
よ
る
東
寺
興
隆
の
立
願
を
受

け
、
東
寺
の
独
自
性
や
優
位
性
を
喧
伝
す
る
た
め
、
八
家
中
の
真
言
僧
で
別
格
の
空
海
を
除
く
恵
運
・
宗
叡
・
常
暁
・
円
行
に
、
日
本
僧

と
し
て
は
じ
め
て
入
竺
を
志
し
た
真
如
を
加
え
て
そ
の
伝
記
を
編
纂
し
た
も
の
と
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

。
彼
ら
の
う
ち
、
承
和

の
遣
唐
使
に
同
行
し
た
常
暁
・
円
行
は
、
前
者
が
三
論
宗
の
留
学
僧
、
後
者
が
真
言
宗
の
請
益
僧
と
し
て
留
学
を
し
た
も
の
の
、
常
暁
は

入
京
を
許
さ
れ
ず
に
揚
州
で
太
元
帥
法
を
学
び
、
円
行
は
真
済
・
真
然
の
代
わ
り
に
入
唐
し
た
に
す
ぎ
ず
、
両
者
と
も
空
海
請
来
の
真
言

宗
を
新
た
に
発
展
・
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
（4
（

。
恵
運
の
入
唐
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
史
料
上
の
制
約
も
あ
っ
て
不

明
な
点
が
多
い
。
た
だ
帰
国
後
に
、
文
徳
天
皇
の
生
母
に
あ
た
る
藤
原
順
子
の
発
願
で
建
立
さ
れ
た
安
祥
寺
の
開
山
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
も
と
も
と
天
皇
家
や
摂
関
家
と
の
関
連
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

。
彼
も
ま
た
、
真
言
教
団
全
体
の
意
図
で
入

唐
を
は
た
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
宗
叡
で
あ
る
が
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
東
密
系
か
ら
も
園

城
寺
系
か
ら
も
「
後
入
唐
」
と
称
さ
れ
た
人
物
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
入
唐
の
主
目
的
は
清
和
天
皇
か
ら
託
さ
れ
た
千
僧
供
養
を
五
臺

山
で
実
施
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
修
学
は
先
輩
僧
の
経
験
を
な
ぞ
る
、
東
密
に
と
っ
て
は
「
復
習
・
再
学
修
」
と
で
も
い
う
べ

き
も
の
だ
っ
た
。

　

よ
っ
て
以
上
の
四
人
の
ほ
か
、
異
郷
で
客
死
し
た
真
如
を
加
え
た
「
入
唐
五
家
」
が
、
最
澄
・
空
海
の
み
な
ら
ず
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
入

唐
し
た
円
仁
や
円
珍
と
比
べ
て
も
、
一
般
に
な
じ
み
が
薄
い
の
は
故
な
し
と
し
な
い
。
か
か
る
先
輩
僧
の
経
験
を
な
ぞ
る
修
学
の
仕
方
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は
、
か
ぎ
ら
れ
た
修
学
期
間
か
ら
致
し
方
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
新
た
な
教
学
を
学
び
日
本
に
も
た
ら
す
こ
と
に
は
つ
な
が
り
に
く
く
、

彼
ら
「
入
唐
五
家
」
の
経
験
が
そ
の
後
の
密
教
の
教
学
的
展
開
に
寄
与
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ

う
に
、
宗
叡
は
そ
の
入
唐
経
験
を
評
価
さ
れ
て
、
空
海
あ
る
い
は
円
珍
の
後
継
者
的
存
在
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の

宗
叡
で
あ
っ
て
も
、
彼
の
功
績
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
理
趣
経
曼
荼
羅
中
の
愛
染
明
王
の
図
像
に
お
い
て
、
空
海
請
来
の
図
像
が
頸
を

ま
っ
す
ぐ
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
宗
叡
が
請
来
し
て
き
た
も
の
は
い
さ
さ
か
頸
を
左
に
傾
け
て
描
か
れ
て
お
り
、
中
世
の
東
寺
で

は
宗
叡
請
来
図
が
基
本
形
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
指
摘
が
な
い
（
（4
（

。
そ
の
点
で
も
、
宗
叡
た
ち
「
入
唐
五
家
」
は
、
あ
く
ま
で

中
世
的
価
値
観
に
も
と
づ
い
て
集
め
ら
れ
た
真
言
系
の
僧
侶
で
あ
っ
た
と
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

註（1
）	

九
世
紀
前
半
に
海
を
渡
り
、
唐
で
密
教
を
学
ん
で
日
本
に
も
た
ら
し
た
八
人
の
僧
侶
、
す
な
わ
ち
最
澄
・
空
海
・
常
暁
・
円
行
・
円
仁
・
恵
運
・
円
珍
・
宗

叡
を
指
す
。

（
2
）	

拙
稿
「
禅
林
寺
宗
叡
の
密
教
修
学
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
―
』
五
五
輯
、
二
〇
二
四
年
）。
以
下
で
は
こ
れ
を
前
稿
と
称
す
る
。

（
3
）	

留る
が
く
し
ょ
う

学
生
（
留
学
僧
・
学
問
僧
）
が
遣
唐
使
な
ど
に
随
行
し
て
海
を
渡
り
、
次
の
遣
唐
使
が
派
遣
さ
れ
る
ま
で
の
二
〇
～
三
〇
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
学
問
や

技
能
、
芸
術
な
ど
を
学
ぶ
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
請
し
ょ
う
や
く
し
ょ
う

益
生
（
請
益
僧
・
還げ
ん
が
く
そ
う

学
僧
）
は
同
じ
く
遣
唐
使
な
ど
に
従
っ
て
渡
海
す
る
も
の
の
、
学
問
（
教
義
）

上
や
技
術
上
の
疑
問
を
中
国
の
学
者
・
高
僧
・
名
人
な
ど
に
問
い
、
遣
唐
使
に
と
も
な
っ
て
短
期
で
帰
国
す
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
遣
唐
使
と
と
も

に
入
唐
し
た
僧
侶
の
う
ち
、
留
学
僧
で
あ
っ
た
の
は
延
暦
度
の
空
海
、
承
和
度
の
円
載
（
天
台
宗
）・
常
暁
（
三
論
宗
）・
真
然
（
真
言
宗
、
渡
海
せ
ず
）
な
ど
で

あ
る
の
に
対
し
、
請
益
僧
は
延
暦
度
の
最
澄
、
承
和
度
の
円
仁
（
天
台
宗
）・
戒
明
（
法
相
宗
）・
真
済
（
真
言
宗
、
渡
海
せ
ず
）・
円
行
（
真
言
宗
）
な
ど
が
相
当

す
る
。
な
お
留
学
僧
や
請
益
僧
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
円
仁
と
遣
唐
使
・
留
学
生
」（
鈴
木
靖
民
編
『
円
仁
と
そ
の
時
代
』
所
収
、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
な

ど
を
参
照
。

（
4
）	

高
丘
親
王
（
出
家
後
は
真
如
）
に
つ
い
て
は
、
田
島
公
「
真
如
（
高
丘
）
親
王
一
行
の
「
入
唐
」
の
旅
―
「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」
を
読
む
―
」（『
歴
史
と
地
理
』

五
〇
二
、
一
九
九
七
年
）
や
佐
伯
有
清
『
高
丘
親
王
入
唐
記
―
廃
太
子
と
虎
害
伝
説
の
真
相
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
5
）	

な
お
『
日
本
三
代
実
録
』
の
頭
注
に
は
、
一
行
目
の
「
去
大
同
五
年
廃
二
皇
太
子
一
」
よ
り
最
後
の
「
□
脚
孤
行
」
ま
で
は
『
扶
桑
略
記
』
に
よ
っ
て
お
ぎ
な
っ
た

箇
所
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）	

【
史
料
1
】
以
外
に
も
、『
日
本
三
代
実
録
』
に
は
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
十
月
十
五
日
辛
卯
条
に
「
真
如
は
平
城
太
上
天
皇
の
皇
子
に
し
て
、
弘
仁
の
廃
皇
太
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子
な
り
」、
ま
た
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
七
月
十
二
日
己
酉
条
に
も
「
弘
仁
の
廃
皇
太
子
、
入
道
し
て
僧
と
な
り
、
真
言
宗
の
阿
闍
梨
と
な
る
。
そ
の
名
は
真
如

な
り
」
な
ど
と
あ
る
。

（
7
）	
橋
本
進
吉
「
高
岳
親
王
の
御
事
蹟
に
關
す
る
一
二
の
研
究
」（『
傳
記
・
典
籍
研
究
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
初
出
は
一
九
一
九
年
）。

（
8
）	
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
十
所
収
（
ピ
タ
カ
、
一
九
七
七
年
復
刻
）。
な
お
適
宜
、
読
み
を
若
干
修
正
し
た
。

（
9
）	
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
禅
林
寺
は
創
建
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
禅
林
」
は
修
行
の
た
め
の
一
室
と
解
釈
し
た
。
な
お
禅
林
寺
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
参
照
の
こ

と
。

（
10
）	

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
叡
の
生
年
は
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
で
、
出
家
し
た
の
は
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
、
十
四
歳
）
で
あ
っ
た
（『
日
本
三
代
実
録
』
元

慶
八
年〈
八
八
四
〉三
月
二
十
六
日
丁
亥
条
）。
一
方
の
真
如
に
つ
い
て
は
、
大
同
四
年
四
月
に
立
太
子
し
た（『
日
本
後
紀
』大
同
四
年
四
月
己
丑〈
十
四
日
〉条
）

も
の
の
、
大
同
五
年
の
政
変（
平
城
上
皇
の
変
）に
よ
っ
て
廃
太
子
さ
れ（『
日
本
後
紀
』大
同
五
年
九
月
庚
戌〈
十
三
日
〉条
）、【
史
料
2
】よ
り
弘
仁
十
三
年（
八

二
二
）
に
出
家
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
が
出
家
し
た
年
次
は
近
接
し
て
お
り
、
高
丘
親
王
（
真
如
）
が
誕
生
後
ま
も
な
く
立
太
子
さ
れ
た
と

仮
定
す
れ
ば
、
両
者
の
年
齢
も
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
と
も
に
修
行
中
の
両
者
が
友
誼
を
結
び
、
一
修
行
僧
に
す

ぎ
な
か
っ
た
宗
叡
が
友
で
あ
る
真
如
に
修
行
の
場
を
提
供
で
き
た
と
は
到
底
考
え
に
く
い
。

（
11
）	

本
稿
で
は
、
佐
藤
長
門
編
『
遣
唐
使
と
入
唐
僧
の
研
究　

附
校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
「
真
如
親
王
入
唐
略
記
」
に
収
載
さ

れ
て
い
る
「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」
を
使
用
す
る
。

（
12
）	

佐
藤
長
門
編『
遣
唐
使
と
入
唐
僧
の
研
究　

附
校
訂『
入
唐
五
家
伝
』』（
前
掲
註
11
書
）
所
収「
校
訂『
入
唐
五
家
伝
』」
に
収
録
さ
れ
て
い
る「
禅
林
寺
僧
正
伝
」

の
脚
注
18
に
は
、
高
岳
親
王
の
入
唐
年
に
つ
い
て「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」で
は
貞
観
三
年
説
を
と
っ
て
い
る
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
記
述「
貞
観
三
年
三
月
、

親
王
入
唐
を
許
さ
る
」
は
入
唐
の
許
可
が
出
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
記
述
か
ら
実
際
に
入
唐
し
た
の
は
翌
年
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、
脚
注
18
の
記
載
は
誤
り
で
あ
る
。

（
13
）	

馬
淵
和
夫
「
イ
ン
ド
・
中
国
に
お
け
る
悉
曇
学
」（『
日
本
韻
学
史
の
研
究
』
Ⅰ
所
収
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）、
佐
伯
有
清
『
高
丘
親
王
入
唐
記
―
廃
太

子
と
虎
害
伝
説
の
真
相
―
』（
前
掲
註
４
書
）、
川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍
の
行
方
」（『
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
三
、
二

〇
一
一
年
）。

（
14
）	

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
「
仏
教
書
籍
目
録
第
二
」
所
収
（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
15
）	

川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍
の
行
方
」（
前
掲
註
13
論
文
）。

（
16
）	

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
五
月
五
・
七
日
条
、
六
月
六
・
十
一
日
条
。

（
17
）	

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
五
月
十
六
日
条
。

（
18
）	

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
五
月
二
十
三
日
条
。

（
19
）	

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
五
月
十
七
・
十
八
日
条
。
こ
の
「
唐
決
」
は
現
存
し
て
お
り
、『
日
本
大
蔵
経
』
天
台
宗
顕
教
章
疏
２
（
蔵
経
書
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院
、
一
九
二
〇
年
）
に
「
円
澄
疑
問　

広
修
決
答
」
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）	

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
開
成
四
年
（
八
三
九
）
七
月
二
十
三
日
条
。

（
21
）	

高
見
寛
恭
「
入
唐
八
家
の
密
教
相
承
に
つ
い
て
（
三
）」（『
密
教
文
化
』
一
三
〇
、
一
九
八
〇
年
）。
な
お
川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍
の
行
方
」（
前

掲
註
13
論
文
）
も
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

（
22
）	
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
行
歴
の
研
究　

智
証
大
師
円
珍
篇
』
下
の
四
三
五
頁
註
（
１
）
に
は
、「
尋
至
天
台
山
、
次
於
大
華
厳
寺
。
大
華
厳
寺
、
在
五
臺
山
臺

懐
鎮
、
非
在
天
台
山
矣
。
北
臺
之
誤
歟
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
川
尻
秋
生「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍
の
行
方
」（
前
掲
註
13
論
文
）は
、「『
天
台
山
』は『
五

台
山
』
の
誤
り
と
み
る
か
、
時
間
的
に
錯
誤
が
あ
り
、
も
し
天
台
山
を
訪
れ
た
と
し
て
も
、
宗
叡
が
帰
国
す
る
直
前
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
し
か
し
【
史
料
３
】

を
読
む
か
ぎ
り
、
帰
国
時
も
相
当
混
乱
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
宗
叡
一
行
の
み
が
天
台
山
へ
の
巡
行
を
お
こ
な
う
時
間
的
余
裕
は
ま
ず
な
か
っ
た
と
み
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
23
）	

拙
稿
「
入
唐
僧
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
日
本
古
代
に
お
け
る
文
化
移
植
の
一
様
相
―
」（『
円
仁
と
石
刻
の
史
料
学
』
所
収
、
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、

お
よ
び
拙
稿
「
入
唐
僧
円
珍
；
日
本
天
台
宗
寺
門
派
之
祖
」（『
浙
江
大
学
学
報
』
人
文
社
会
科
学
版
四
五
―
三
、
二
〇
一
五
年
）。

（
24
）	

拙
稿
「
入
唐
僧
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
日
本
古
代
に
お
け
る
文
化
移
植
の
一
様
―
」（
前
掲
註
23
論
文
）。

（
25
）	

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
「
仏
教
書
籍
目
録
第
二
」
所
収
（
前
掲
註
14
書
）。

（
26
）	

宗
叡
の
「
書
写
請
来
法
門
等
目
録
」
の
奥
書
に
み
え
る
「
大
唐
咸
通
六
年
」
と
い
う
日
付
に
つ
い
て
、
杉
本
直
治
郎
「
入
唐
年
次
問
題
」（『
真
如
親
王
伝
研
究

―
高
丘
親
王
伝
考
―
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）
は
「
咸
通
五
年
」
の
誤
り
と
し
、
川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍
の
行
方
」（
前
掲
註
13
論

文
）
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、【
史
料
3
】
で
真
如
一
行
が
汴
河
に
到
着
し
た
の
が
「（
咸
通
）
六
年
二
月
」
で
あ
り
、
そ
の
後
に
一
行
と
別
れ
て
五
臺

山
に
向
か
っ
た
宗
叡
ら
が
長
安
に
戻
っ
て
き
た
の
も
「
咸
通
六
年
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
宗
叡
ら
が
長
安
西
明
寺
の
円
載
宅
で
咸
通
五
年
の
六
月
か

ら
十
月
に
法
門
等
を
書
写
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
現
存
目
録
の
と
お
り
「
大
唐
咸
通
六
年
」
の
ま
ま
と
す
べ
き
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
馬
淵
和
夫
「
悉

曇
学
の
日
本
渡
来
」（『
日
本
韻
学
史
の
研
究
』
Ⅰ
所
収
、
前
掲
註
13
書
）
を
参
照
。

（
27
）	

な
お
『
入
唐
記
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一
四
所
収
、
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
の
禅
林
寺
宗
叡
僧
正
の
尻
付
に
も
「
同
（
貞
観
）
七
年
十
一
月
十
二
日
帰

朝
」
と
あ
る
。

（
28
）	

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
正
月
二
十
七
日
乙
酉
条
。

（
29
）	

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
十
二
月
二
十
九
日
癸
未
条
。

（
30
）	

奈
良
県
生
駒
郡
都
跡
村
（
現
奈
良
市
佐
紀
町
）
に
あ
っ
た
寺
で
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）
に
真
如
が
楊
梅
宮
の
跡
地
を
賜
っ
て
創
建
し
た
と
い
う
。
な
お
超
昇

寺
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
恒
信
「
超
昇
寺
・
楊
梅
陵
・
宇
奈
太
理
神
社
を
め
ぐ
っ
て
」（『
政
治
経
済
史
学
』
三
七
四
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
31
）	

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
柳
原
家
旧
蔵
『
東
寺
長
者
補
任
』（
弘
仁
十
四
年
～
寛
永
十
一
年
）
上
（
函
架
番
号
、
柳
・
四
八
〇
）。
な
お
活
字
本
と
し
て
は
、『
続
々

群
書
類
従
』
第
二
史
伝
部
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
九
年
）
が
あ
る
。
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（
32
）	

『
群
書
類
従
』
第
四
輯
補
任
部
所
収
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
五
史
伝
部
四
所
収（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
七
二
年
。
な
お
大
法
輪
閣
版『
大
日
本
仏
教
全
書
』

に
は
、「
東
大
寺
別
当
次
第
」
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）
な
ど
。

（
33
）	
『
東
寺
長
者
補
任
』
元
慶
八
年
段
に
み
え
る
「
兼
東
大
寺
別
当
」
の
「
別
当
」
に
あ
た
る
部
分
の
右
側
に
は
、「
尻
付
真
言
宗
東
寺
」
と
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
元
慶
八
年
は
宗
叡
が
卒
去
し
た
年
に
あ
た
る
た
め
、
宗
叡
の
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
は
、
彼
が
東
寺
別
当
に
就
任
し
た
記
載
が
み
え
な

い
こ
と
か
ら
、「
兼
東
大
寺
別
当
」
の
右
側
に
「
尻
付
真
言
宗
東
寺
」
と
の
傍
書
が
追
記
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
34
）	

『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
五
月
八
日
丁
酉
条
。

（
35
）	

【
史
料
17
】
に
は
「
元
慶
三
年
四
月

0

0

、
太
上
天
皇
は
円
覚
寺
に
遷
御
し
て
、
剔
落
入
道
し
」
た
と
あ
る
が
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
五
月

0

0

四
日
癸
巳
条
に

は「
太
上
天
皇
、
清
和
院
よ
り
遷
り
て
粟
田
院
に
御
す
。
即
ち
是
れ
右
大
臣
藤
原
朝
臣
の
山
荘
に
し
て
、
鴨か
も
が
は水
の
東
に
在
る
な
り
」と
み
え
、
円
覚
寺（
粟
田
院
）

へ
の
遷
御
を
五
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
（
出
家
は
五
月
八
日
）。
本
稿
で
は
、【
史
料
17
】
の
日
付
を
誤
り
と
み
な
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
36
）	

吉
田
一
彦
「
宗
叡
の
白
山
入
山
を
め
ぐ
っ
て
―
九
世
紀
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
進
展
（
一
）
―
」（『
佛
教
史
研
究
』
五
〇
、
二
〇
一
二
年
）。

（
37
）	

宗
叡
の
弟
子
禅
念
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
有
清
『
高
丘
親
王
入
唐
記
―
廃
太
子
と
虎
害
伝
説
の
真
相
―
』（
前
掲
註
４
書
）、
川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典

籍
の
行
方
」（
前
掲
註
13
論
文
）
な
ど
を
参
照
。

（
38
）	

福
山
敏
男
「
観
心
寺
の
創
立
に
つ
い
て
」（『
福
山
敏
男
著
作
集
』
三
所
収
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
三
年
、
初
出
は
一
九
七
八
年
）。

（
39
）	

薗
田
香
融
「
平
安
仏
教
の
成
立
」（
家
永
三
郎
監
修
『
日
本
仏
教
史
』
一
所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
六
七
年
）。

（
40
）	

栁
田
甫
「『
入
唐
五
家
伝
』
の
編
纂
と
そ
の
意
義
」（
佐
藤
長
門
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
交
流
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）。

（
41
）	

常
暁
の
入
唐
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
太
元
帥
法
の
請
来
と
そ
の
展
開
」（
佐
藤
長
門
編
『
遣
唐
使
と
入
唐
僧
の
研
究　

附
校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』』
所
収
、
前
掲
註

40
書
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）
を
、
円
行
の
入
唐
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
入
唐
僧
円
行
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
同
右
書
所
収
、
初
出
は
一
九
九
四
年
）
を
そ
れ

ぞ
れ
参
照
。

（
42
）	

小
林
聖
「
遣
唐
僧
に
よ
る
請
来
目
録
作
成
の
意
義
」（
佐
藤
長
門
編
『
遣
唐
使
と
入
唐
僧
の
研
究　

附
校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』』
所
収
、
前
掲
註
40
書
、
初
出
は

二
〇
〇
一
年
）。

（
43
）	

頼
富
本
宏
「
宗
叡
請
来
の
密
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禅林寺宗叡の入唐とその後

摘要

宗叡是平安时代前期的密教僧人，名列“入唐八家”之一。他身为幼小的惟仁亲王
（后来的清和天皇）的近侍，为满足亲王心愿而决定赴五台山巡礼，终于在贞观四年
（862，唐咸通三年）随真如一行渡海入唐。入唐后的宗叡一度与真如一行一起行动，但
在汴州从玄庆阿阇梨受法灌顶，学习金刚界法，之后为举行清和天皇所愿千僧供养，而
与一行分别，前往五台山。宗叡抵达五台山后，先访问了西台的“维摩诘（谈）石”，然
后前往东台的“那罗延窟”。他之所以知道这些圣迹，应是因为他从圆仁巡礼五台山的
经历中获知。宗叡在大华严寺千僧供养结束之后，前往长安，在青龙寺法全处学习灌顶
和胎藏界法，又寻访慈恩寺的造玄、兴善寺的智慧轮等，学习密教。事实上，宗叡所师
从的这些中国僧人也曾为圆仁、圆珍等传授佛法。由此可见，宗叡的修行几乎都是基于
前辈僧人的经验和信息。宗叡于贞观七年返回日本，因其与清和天皇有旧，而就任权律
师、权少僧都，并于元庆三年被任命为僧正。清和天皇禅位后，于元庆三年剃发出家，
即从宗叡受戒。清和巡行山城、大和、摄津等地的名山佛寺时，宗叡也从之同行。不
过，目前尚未发现相关史料，可借以证明宗叡是否在清和临终之时侍奉左右。

关键词：真如　五台山　千僧供养　清和天皇　护持僧
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